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おもてなしの心でまちづくり

４
ギ
ョ
ー
ザ
天
日
の
駅

金
子
泰
弘
育

け
っ
し
て
老
舗
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

の
年
（昭
和
三
十
九
年
）
に
創
業
し
て
四
十
三
年
に
な
り

ま
す
。
味
に
こ
だ
わ
り
続
け
、
永
く
続
け
る
こ
と
を
自
ら
、

「カ
ネ

コ
式
ワ
ン
パ
タ
ー
ン
」
と
呼
ん
で
当
店
の
営
業
方

針
と
し
て
が
ん
ば

っ
て
お
り
ま
す
。

５
続
津
“浜
”食
堂
の
駅

石
橋
利
寅
さ
ん

「焼
津
の
風
景

（海

・
港

・
富
士
山

・
高
車
山
）
と
美
味
い

魚
料
理
が
楽
し
め
る
店
」
・
「焼
津
の
食

・
地
元
料
理
の

情
報
を
発
信
す
る
店
を
目
的
に
オ
ー
シ
ャ
ン
ロ
ー
ド
沿

い
カ
ネ
オ
ト
石
橋
商
店
の
加
工
場
２
階
に
食
堂
を
平
成

十
八
年
四
月
に
開
店
し
ま
し
た
。

焼
津
ま
ち
の
駅
の
発
足
と
同
時
期
の
食
堂
開
店
で
し
た
の
で
駅
名
も
“
焼
津

浜
食
堂
の
駅
”
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
さ
ま
で
少
し
ず

つ
で
す
が
、

地
元
の
皆
様
に
受
け
入
れ
て
頂
け
た
よ
う
で
、
微
力
な
が
ら
、
１
階
の
加
工
場

で
造

っ
て
い
る
“
生
利
節
”
の
Ｐ
Ｒ
に

一
役
買
う
こ
と
が
出
来
た
の
か
な
あ
、
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
焼
津
の
名
産
品
、
地
場
産
品
を
は
じ
め
地
元
“
浜
通
り
”
の
情

報
を
紹
介
す
る
活
動
を
し
て
行
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

親
父
の
代
か
ら
七
十
年
、
兄
貴
、
私
と
引
継
い
で
京
都
や
大

阪
に
鯖
を
送
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

昨
年
、
“
ま
ち
の
駅
”
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
町
の
人
達
に
も
食
べ
て

欲
し
く
て
、
家
で
簡
単
に
調
理
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。　
　
一
度
買

っ
て

く
れ
た
お
客
さ
ん
が
又
来
て
く
れ
て
、
「今
ま
で
食
べ
て
い
た
鯖
と
全
然
違

っ
た

！
」
と
か
、
「
サ
パ
の
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
変
わ

っ
た
よ
…
」
と
か
言

っ
て
く
れ
る
の
が

本
当
に
嬉
し
い
。
“
ま
ち
の
駅
”
で
色
ん
な
人
に
会
え
た
こ
と
に
感
謝

・
感
謝
―

駅
の
番
号
願
に
駅
長
さ
ん
を
捕
わ
τ
お
話
を
開
き
春
す

先日、某所で開催されたパネルディスカツション

でのコーディネーターの言 ・・「静岡は裕福な人が

多いので、空港がオープンして3～ 4年 はアウトパ

ウンド(出かける客)で間違いなく混合うでしょう

けれども ・・」、 ということで、要するに、その間に

インバウンド (外から来る客)を 呼び込めるように

なるかどうかが鍵になるのは間違いない様です。

外からの交流人口を私達の志大地域に迎入れ

るにはこの地域が持つ、他所にはない特色のある

農林水産業を活用して、産地にお見えになられた

人々の心に残る、楽しい思い出を持ち帰つて頂く

ことができるかどうかに掛かつていると言えます。

近年、団体旅行から、個人 ・グループ旅行が主

流になつていることから、見学 ・体験あるいはそれ

に従事する人達との交流に根ざしたイベントを実

施して地域からの楽しい情報を発信して行きたい

との想いから、今回、 「まちの駅」が目玉になつて

「焼津おでん探検隊」後援の下に|「志太の名産体

験ツアー」を4回 にわたって実施しました。

L

1回  伝統産業とビールエ場見学 (ビオ トープ園の駅)

2回  かつお ・まぐろ食べ比べと漁船体験乗船

(鯖の駅 ・魚仲買人の駅)

3回  玉露の試飲と玉取の朝市

4回  焼津水産加エセンター見学とみかん狩り

(肥料の駅 口うみえ～るの駅)

実施毎に行つたアンケー トでは、参加の動機として

◎地元のことを知りたいから。

◎友人に誘われて。

◎地場産業だから。

◎企画内容が良いから。

・・ということで、このような内容の企画がこれまで

あまり無かったからではないかと思われます。

今回、協力してくれた駅のほかにも特色のある駅を

募つて、多くのコースを検討しながら、この企画を

「まちの駅めぐり」として確立して行ければ、本当に

素晴らしい成果が得られるものと期待されます。

皆さん ! 是非ご一緒に頑張りましょう !  (関 )

春ちの駅こ富士山静岡空港
=志 六の名産体験ツア抑 ら=

・4


